

5 年先出し 1? ソ r / r ガ保守0矿ル商品 


PN 210809 B5 



I ノロ—」 □□ 


バソト'ル商品について 

本製品には、5年固の寒.出し t ソドバ ''y ク; ft 守が同 S されています。 

同梱されているサービス齊ケットに纪栽切約款に同意填:き、必 . B 事項を記®し 
当社にノール 、 F A 等で:簿っ tM くことによリ当社 Tg 録奄行います。 

.登録完了後、先出し t ソトハ'ッタ傭:守が受けられます。 

登 a 完了の通知はサービス f ヶ《ノトに記載頂いた保守遽絲窓□の方にノールて'連絡いたします c 
* 当社での:登課議了後、サービスか'1始されます。 


2。本製品?®仕様について 

本製□□□め機能等の仕样につきましては、 

PN 21 0809の*□□□仕_書（仕嫌書番号： 401-2 1 0809- SP 01) と同練です。 


3。付属品 


( 1 ) PN 21 0809に付属している■項の商□□□仕綠書參通）1式 

(2) サービス兵. try 卜/約翁’1枚 

(3) M N 0 シリーズスイ y f サービスチヶット:登:歸までの流れ/本 サービス ご利甩.にあたって .1 枚 




平成 24 年1月 5 日 


0 —不 


クソリ X — シヨソ事_本部 
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5 年先出し tr ノ nr 、リワ保守ハ'''ル' ル商品 


PN 21080965 


格。環境条件_ 

- 1。定格入力電圧 
-2。消費電力 



I 仕」 □□ 


A C 10 0 V . 5 0 / 6 0 H z (電源内蔵） 


定常時最大 2 。 7 W ( 10 M F UL L の通信 、 STATU 
最小〇。 8 W (無接続） 

定常時最大 2。3 K C a l / h 、 最小 0。7 K C a I / h 
定常時最大 9 。 0 BTU / HR 、 最小 3 。 0 BTU/HR 


の通信、 STATUS モード時にて測定） 


3。動作環境 


4。保管環境 


-5 „適合規制 
-6。耐性 


参考 2。1 W (. ,1 ◦ 0 M F U L し:め通信' STATUS ?- ド時に宽測定） 

1。8 K c a I / h 
7 。 0 BTU/HR 

省エネ法※に基づいた消費電力 

2。0 W ( 1 ◦ 0 MFULL の通信、 ECO モード時にて測定） 

1。7 K c a I / h 
7 。 OBTU/HR 

系エネルギーの使用の合理化に関する法律施行令の一部を改正する政令（スイッチング 
機器）に規定されている測定方法にて測定 

動作温度範囲〇 〜 5 0 C 

動作湿度範囲 2◦〜 90 96 RH (結露なきこと） 

保管温度範囲 - 2 0〜7 CTC 

保管湿度範囲 5〜 9 0 %RH (結露なきこと） 

電磁放射 VCC I クラス A 


静電気放電 （ES D ) 

放射電磁妨害 

電気的ファストト 7 ソジ I ソトハ' —スト 
電気的サージ 
耐伝導ノイズ性 
電源周波数イミ 1 ニティ 


I E C 610 0 0 
I E C 610 0 0 
I E C 610 0 0 
I E C 610 0 0 
I E C 610 0 0 
I E C 610 0 0 


4-2 ( 10 k V ) 

4-3 L e v e 12 
4-4 L e v e 13 
4-5 L e v e 13 
4-6 L e v e 12 
4-8 L e v e 14 


形状及び材料。色彩大きさ 


2。質 i 


v M 里） 


H 31 XW 220 XD 69 ( mm ； 


ケース材料： PC / A BS 樹脂 
色彩 :サテングレー 

電源コード：長さ 2 m 

2 P 定格 15 A 12 5 V 

5 0 0 g 




ツイスト。 ペア。 ポート： RJ 45 コネクタ 8 ポート 

伝送方式 ： IEEE 802,3 10 B A S E-T 

1 EEE 802。 3 u 10 0 BASE-TX 
伝送速度 ： 10 / 100 Mbps 全/半二重 
適合ケーブル：ツイスト。ペア。ケーブル 

( EIA / T 1 A 568 カテゴリ ー 5 相当以上） 

最大伝送距離 ：10 0 m 

オートネゴシエーシヨン機能： 

10 Mbps または 100 Mbps および全二重または半二重を 
相手にあわせて自動的に切り替えて動作します（工場出荷時）。 

ポート 8 のみ、ディップスイッチ操作で、通信条件の 
設定か‘可能です。 

ぐ※ 1 )MNO シリーズ省電カモード搭裁により、ボート接続を自動横矢□し、 
電力消費を必要量に抑制。 


平成2斗年1月 5日 


e — ネット7 
ネツ 


クソリ i ー シヨソ事_本部 

7— ク商品事業部 
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品名 

Switch - S 8 E 

ft □□ f : 

t 様書 

401-210809 B 5- SP 01 

5年先出し tr ノト'' ハ''、ソヮ保守ノ r ' ノト'' ル商品 


品香 

PN 210809 B 5 



全9 No . 3 


3-2 


E D 表示 


卜でパヶ、ソト衝突発生 
K ) LED (船 


( 1 ) POWER (電源 ） LED Of ) 

点灯：電源 ON 

(2) ANY COL 。 （コリジョン ） LE D (橙） 

点灯：半二重で動作時にいずれかのポー 

(3) STATUS / EC 〇（ステータス/エコモ- 

点灯： ステー タ スモー ドで動作します。 

点滅： I コモードで動作します。 

各ポ_卜の表示は下の表1を参照ください。 

(4) 10 0 M (スピードモード ） LED (緑） 

点灯：スピードモードで動作します。 

各ポートの表示は下の表1を参照ください。 

(5) FULL (DUPLEX モード ') LED (縁） 

点灯： DUPLEX モードで動作します。 

各ポートの表示は下の表1を参照ください。 

前面部にある LE D 表示切替ボタンを使用して、接続している端末との接続 
確言忍の表示（ステータスモード）、 100 Mbps や lOMbp s の伝送速度の 
表;!^ (スピードモード）、全二重、半二重の伝送方式表/下 （ DUPLEX モード）、 

全てのポート LED を消灯させる（エコモード）ことができます。 

電源起動時のモ _ ドをベースモードといいます。ベースモードはステータスモード（工場出 
荷時）とエコモードの2種類があります。ベースモードの切替は LED 切替ボタンを長押し 
(3 秒間以上押下）により変更できます。切替が正常に行われると STATUS / ECO 
LED 、 100 LED、FULL L E D の 3 つの L E D が一斉に点灯し、消灯した後 
ベースモードとなります。 

また、他モード'へ手動で変更しても 、 LE D 切替ボタンを1分間使用しなかった場合に、 

1分後に自動的にベースモードへ戻ります。 

ベースモード' は 電源〇 FF になっても 保持され ます。 


シルク表示と LED 


POWER S 

icoi^n ANYCOL ! 

ON • • •点滅 一STATUS/ECO U 

- 100 M S 




. 


^ nlLlll J 

| ^ 

In _ 

ポタンしで 

ECO モ - ド ON/'iafF 切替 

「1 - 


LED 表示切替ボタソ 


作成日平成24年1月 5日 


改定日 


e — ネット7— クソリ1 — ショソ事業本部 
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パナソニック E S ネットワークス株式会社 









































2 種類の ベースモー ドと各 モー ドの LED は以下のように切替えができます c 
ベースモー ドが ステータスモー ド（工場出荷時） の 場合 


ベースモー ドが E C 〇 モー ドの場合 


ドの LED とポート1〜8の LE D は以下のように対応します。 


LED 状態 


入1 —タス モー 

(工場出荷時） 


スピードモード 


DUPLEX モード 


E 〇〇モード 


ポート1〜8の LE D (縁） 

点灯：端末との接続が正常 
点滅：データ送受信中 
消灯：未接続 

点灯：1 OOM b p s でリンクが確立 

ポート8で D I P スイッチにより 
100 Mbps 個定時 

消灯：1〇 M b p s でリンクが確立あるいは未接続 

点灯：全二重でリンクが確立 

ポート8で D I P スイッチにより 
全二重固定時 

消灯：半二重でリソクが確立あるいは未接統 

消灯：端末との、接続、未接続に関わらず 
全て消灯 


平成24年1月 5日 


0 —不 


シヨを事業本部 


ク商品事業部 




---► 手動で L E D 表示切替ボタンを押す 
—► 自動 

—— ► 自動で1分後にベースモードに戻る 



シルク 表; 

STATUS/E 〇〇 

10 0 M 

FULL 

STATUS/EC 〇 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 











5 年先出しわ r / r 的保守0〇商品 


PN 21080965 



I ノロ—」 □□ 


3。 D 1 P スイッチ 


) ポ-卜8 

AUTO/FULL スイッチ 


( 2 ) ポ-卜8 

10 0 M / 1 0M スイ5/チ 


(3) ポ-卜1〜8 

AUTO MDI/MDI _ X スイッチ 


(4) ポ—卜1〜8 

フ□—コント□—ルスイッチ 


D I SABLE 


D 1 SABLE 


AUTO/FUL 


10 0 M / 10 M 


AUTO M D I / M D 1-X 
D I SABLE/ENABLE 



FLOW CONTROL 
D I SABLE/ENABLE 


特殊ネジを締め扉を 
開閉できます。 

時殊ネジ 

ナイズ T 10のへキサ□ビ : l - フ_ 

c 'ライ八一をご使用ください。 


ネジ形状 


宇殊ネジ 


ドつイバ—形状 



扉を開いた状態 



D I P スイッチの種類スイッチの状態 
AUTO - 
ポート 8 (工場出荷時） 

AUTO/FULL 


ポート8 

10 0 M / 10 M 

ポート 1〜8 
AUTO M D I / 

M D I - X 

DISABLE / ENABLE 

ポート8 


(工場出荷時） 


DISABLE 
_(工場出荷時）_ 

ENABLE 

DISABLE 
(工場出荷時） 


扉を閉じた状態 


( 4 ) FLOW CONTROL 、ーノ仙丨」、」- 

DISABLE / ENABLE ENABLE 


動作内容 

，ポート8の通信条件が才一トネゴシエーションで動竹 

>ポ_卜8の通信方式を全二重に固定 

，ポート8の通信速度を10 0 M b / s に固定 

»ポート8の通信速度を1 0Mb / s に固定 

■ポート8は M D Iとして動作 
，ポート1〜7は MDI— Xとして動作 

>ポート1〜8は AUTO MD I / M D I -X として 
—動作_ 

■ポート1〜8は IEEE802。3x 
フローコントロール無効 

，ポート1〜8は IEEE802。 3 x 
フローコント□—ル有効 


4。ス 


f 機能 


スイッチンク方式 
パケ、ソト転送能力 


MAC アドレステ_ 
バ、ッファ 
フ□—制御 

エージング機能 


スト 7 アンドフォアード 
ノソブ□ッキソグ 

148.8 OOpps / ポート （ 100Mbps: 

14.8 80 pps / ポ-卜 （ 10 Mbps ) 
■ブル：最大 1 K エントリー/： L 二 v 卜 

768 Kb 丨 t/i ニット 

半二重時 i \、、 j クプレ、ソシャー 
全二童時 IEEE 802。3 x 
最大 2 0 0 ~3 0 0 秒 
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3 年®出し r ル'ハ'、*)寸ハ、''ルル商□□口 

一 PN 210809 B5_ 

コネクタ ピソ配置 

4—1。ポート1へ/8 


問 □□ 


0.6 



状態 

ピソ N 〇。 

1 2 

3 6 

4 5 7 8 

MDI-X 

信号 

R x + R x - 

T x + T x - 

未使用（終端） 

MDI 

信号 

T x + T x - 

R x + R x - 

未使用（終端） 



設置方法.。付属品 
5 — 1 。 設置方装. 

5 - 2 。 付属品 


( 1 ) スチール 製〇 A デスクへの 取り付け（裏面のマグネ、ソトにより直接取り付け） 

(2) 木板等 スチール 製以外の壁面への取り付け（別売の取り付け金具） 

取り付け金具品番 PN A 0 01を使用 

( 1 ) 取扱説明書 ：1冊 

(2) マグネット（本体に装着）： 2個 




日_平成24年_1月 5日 
日 
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品名 

Switch — S 8 E 
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t 様書 
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品番 

PN 210809 B 5 
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6。安全#保のための使用上の禁止事項 


下記の頂目を満足. されていない 場合の卜つ ブルに 関 しては、 青任を負い かねます。 
本商品のご使用に 際しては、取 下の邋を遵守くだ' さい。 


( 1 ) 交流1〇〇 V 以外では使用しない 
火災。感電。故障の原因となります。 

(2) 雷が発生したときは' この装置や接続ケーブル K 麵れない 
感電の原因となるります。 

(3) この装置を分解。改造しない 

火災•感電。故!！.の45因となります。 

(4) 電源]—ドを傷つけたり、_理に曲げたリ、引つ.張ったり、ねじったり 
たばねたり、はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したリしない 
電源]— P が礮揖し、火災。感電の.原因となるリます。 

(5) ぬれた手で電源プラグを竣：.き差ししない 
!6電。 ft 障め'原因となります。 

(6) □部から内部.に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、 
落とし込んだりしない 

火災。感電。故障の.原因となリます。 

(7) 水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所_:に設置しない 
火炎。感電。故障の原因となります。 

( 8 ) 直射日光部当たる塌所や溫度の高い'瘍费に或置しない 
内部の溫度が上がり、火炎の導因となります。 

(9) 振動。衝撃の多い場所や不安定な,■壤所-に IS 置しない 
落下して、けが。故障の痺因となります。 

(10) ツイスト。ペア。ポートに 10 BASE — 丁/ 10 〇巳 ASE — TX 

以外の機審を接続しない _ 

火災。感電。故障の原因となります。 

(11) この装置を火に入れない 

_発。火災の原因となります。 

(12) 故 P 章時はコン七ソトを抜く 

電源を供給したまま長時固放置すると火災の怎因となります。 

(13) :.拿製□□□を壁面に取り付:ける場合は.本_および接続ケーブルの 
重みにより、落下しないよう_確実に取&脅け。設置する 

けが。故菌®.原因となるります。 



平成24年1月 5日 

e — ネツト7 —ク\ 

ノリ： L ーショソ事業本@ 
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1 。使處上の注意事項 


( 1 ) 内部:の点槁》修理は販売店にご依頼ください。 

(2) 商用電舞:は必ず本装置の鶴■くで、 « r り圾.いやすい所からお耳 s りくだざい。 

(3) この装置の電源を切るときは電源コードを外:'してください。 

¢4.)この装置を清掃する際は、その前に電源コードを外してください。 

(5 ) 仕# PS ； 界€こえると誤動作の原因となりますのでご注意ください。 

(6 ) こ®製□□口をマグネットで'取り付ける場 g は、♦ー ブルの 重みなどで製□□□か' ずれたり 
落下したリしないことをご確認くたさい。また、ケーブルを接続するときは、 

製品本体を押さえて接続してください。 

(7) この装置を高所に取り付ける場合は、ねじなどで壁面に確実に固定してください。 

マグネ'ソトで高所に取り付けた場合は、落下によるケガや製品破損のおそれがあります。 

( 8 ) マグネットにフロッピーディスクや磁気乃ードなどを近づけないでください。 

記録内容消失のおそれがあります。 

(9) RJ 45 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイスト。ペア。ケーブルのモジ 1 ラプラグ 
の金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電気により故障の原因となります。 

(10) コネクタに接続されたツイスト。ペア。ケーブルのモジ1フプ7ダを力ーペットなどの帯電する 
ものの上や近辺に放置しないでください。 

静電気により故障の原因となります。 

( 1 1) 周囲の温度が 0~5 CTC の範囲の場所でお使い下さい。また、この装置の本体の周辺は 
密閉せず、放熱のために十分な空間（最低 5 mm ) を設けてください。内部に熱か'こもり、 
誤動作の原因となります。 

(12) この装置は放熱効果をあげるためス f —ルデスクへの取付を推奨しております。やむをえず 
壁面や床面に設置すると、壁材または床材が変色（変形）するおそれがあります。 

(13) この装置に長時間身体を触れないでください。低温やけどのおそれがあります。 


平成24年 1月 5日 e — ネット7—クソリュ .ー ショソ事_本部 
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PN 210809 B 5 全:9 No . 9 


質保証に ついて 

本商品の品質管理には最大の)王力をいたしますか'、 

(1) 万一.本商品の品質不良が原因となり、入命並びに財産に多大の影響が予侧される場合':には、 
本仕様書記#の特性。数値に対し余裕を持たれ、かつ二重回路等の安全対策を組み込んでいた 
だくことを、製造物青任の観点からお勧めします。 

(2) 本商□□□の□□□質： i 証_固はお買上げ日よリ1年固とし、本仕様書に記栽され*項目とそ©舞囲内 
とさせていただきます。.:乘:商□□□に弊社の责による瑕疵か'3|(らかになった場含女は、 

誠意をもって代攀品の提供または瑕疵部分の変換、修理を本商□□□の納入:場所で速やかに行わ 
せていただきます。 



但し、次の場合はこの保証の对象から除かせていただきます。 

1 ) 本商□□□の缓障供暇庇から誘発された他め損害の場 e 。 

2) お買い上げ後の理扱い、保餐運搬（輪 S ) において、本仕練書記栽以外の条件が本商品 
に加わった場合。 

3 ) お買い上げ時までに実用化されている技術では予見することが不可能であった現象に_因 
する場 □ 。 

4：) 火災' 地.震。读冰。火災。紛争など弊社に青のない自然あるいは人為的な炎容による場合:.* 


取扱説明書、本体貼付7ベル等の注意書に，つた使用狀態で餘証期固内に故障した場合には、_料 
修理させていただきます。 

お客.樣の敢___書に従わない操作に’起因する損書およぴ本商□□□の故藤。誤動作:などの要因によっ 
て通信 TO 機会を逸したために生じた損害については、その责任は負いかねますのでご了承ください 

保証期固内でも次の場名には原：則:叙して_料修理対象外仗させていただきます。 

(イ）使':用上め誤りおよび不当な修理や改造による放:； i および損傷 
(¢1お買上げ後の取付場所の移設、編'達、薄，'などによる故.'扉|および損傷 
(ハ）火災、地震' 木害' 落雷その他 S . 炎地変および公害塩害' ガス.磐（確北ガスなど）、 
異常電圧指定外の使用電霉（電圧周嫉数）などによる故障およひ損傷 
(二）保証書の揑示がない:場 . 

(ホ>儀証書にお買上げ日お客.機名の記入のない馨会、あるいは字句を書き.替えられた場1:: 


ヨ 

平成24年1月 5日 

e — ネット 7 —ク\ 

ノリ a — シヨソ事_本部 

ヨ 


+ットフ- 

-ク商品事業部 


パナソニック E S ネットワークス株式会社 




